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マリンのブログも見てね。「マリン記者」で検索。

　私立の全寮制国際高校「インターナショナルス
クールオブアジア軽井沢」は6月11日、初めての
卒業証書授与式を開き、一期生52人（21カ国）が
巣立った。アメリカの難関大学（ヴァンダビル大、
スミス大）や、国内の大学（東京大、早稲田大、
慶応大）などへ進学が決まっている。大学進学の
ため、実社会でインターンシップ、ボランティア
などに励むギャップイヤーを取得する生徒も6人
いる。フィリピン出身のディランさんは「ルーム
メイトとの交流を通じ、世界を多面的に観察でき

るようになっ
た。将来は母
国に戻り、貧
富の差からく
る教育問題を
解決したい」
とコメントを
寄せた。

国際高校 ISAKで初めての卒業式
一期生52人が巣立つ Scenery of Karuizawa

　来年2月の平昌オリンピッ
クに出場する男子カーリング
「SC軽井沢クラブ」が7月3
日、チーム練習を始めた。4日、
軽井沢アイスパークで記者会
見を開き、選手とコーチらが
意気込みを語った。
　リードの両角公佑選手は
「五輪最終予選がなく、しっか
り準備できるのはプラス。結
果を出さなきゃというより、
出せないわけがないという気
持ちでシーズンに入ってい
る」。
　来年の日本選手権が、五輪
の直前に開催が決まり、出場
ができなくなった。史上最長

「SC軽井沢クラブ」チーム練習スタート

作：越智雄二
1918年愛媛県出身。画家。軽井沢に滞
在し、浅間山や風景を数多く描いた。
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の五連覇中だがその記録も途
絶えてしまう。セカンドの山
口剛史選手は「残念な気持ち。
（藤井聡太四段の）将棋の29
連勝とか、イチロー選手の
3000本安打とか、記録は次世
代の子どもの目標になる。そ
こにチャレンジしたかった」
と複雑な心境を明かした。

　旧軽井沢ロータリーの一時停止標
識が7月1日、「STOP」と英語を併
記したものに変更された。訪日外国
人の増加に対応するため、県内では
7月1〜3日、観光地を中心に33カ
所で交換が進んだ。軽井沢町内では
1カ所のみ。

英語併記の「止まれ」標識、
旧軽井沢ロータリーに　
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